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陵水会名古屋支部会員の皆様へ

陵水会名古屋支部長　荒木俊雄
大学37回（1989年卒）当番幹事一同

2025年度総会のご案内
　温暖の候、陵水会名古屋支部会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申しあげます。
平素より本会の運営につきまして、多大なるご支援ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、今年の陵水会名古屋支部の総会と懇親会を下記の通りご案内申しあげます。ご来
賓として、能登経済学部長と市川データサイエンス学部長、陵水会理事長、近隣支部長を
お招きする予定です。また、講演につきましては、市川データサイエンス学部長にお願い
しております。
　世代を超えて多くの方が交流し、懇親いただける貴重な機会ですので、会員の皆様相互
にお誘いあわせいただき、多数のご出席をお願い致します。

記

１．日　時　　2025年７月19日（土）午後3時開始（受付：午後２時30分～）
２．会　場　　ホテル ルブラ王山 名古屋市千種区覚王山通8-18（TEL：052-762-3151）
３．会　費　　10,000円（2017年３月以降に卒業された（大65回卒以降の）会員は6,000円）
４．プログラム概要
　　 ≪Ⅰ部≫　総会　午後３時より
　　 ≪Ⅱ部≫　講演　
　　　　　　＜講師＞滋賀大学データサイエンス学部長　市川治教授
　　　　　　＜演題＞「データサイエンスの楽屋裏」
 　　≪Ⅲ部≫懇親会　午後５時より
５．お申込み方法
　①WEB申込：名古屋支部ホームページより出欠のご連絡をお願いします。【６月20日（金）まで】
　　・右のQRコード又は以下のサイトから、申込を受け付けております。
　　・陵水会名古屋支部ホームページ　https://nagoya.ryosui.jp/soukai/2025soukai/
　②返信用ハガキ：�大学21回卒（昭和48年卒）以前の会員は同封の返信用ハガキでもお申込み 

いただけます。【６月20日（金）必着】 
なお、WEBで申込いただきました場合には返信用ハガキは不要です。

　　【ご注意】�申し込み後、急用で懇親会を欠席される場合 
７月16日（水）17時までに当番幹事（新野）までご連絡ください（下記参照）。 
以降はキャンセル料が発生しますので、ご注意ください。

＜お願い＞ご住所等を含めた支部名簿メンテナンスのため、ご欠席の会員の方もご連絡をお願いいたします。

名古屋支部では、本部年会費（年3,000円）とは別に支部年会費（年2,000円）の納付をお願いしております。
お手数をお掛けしますが、同封の振込票にて本部年会費・支部年会費（合計年5,000円）の納付をお願いします。
名古屋支部ホームページに記載の支部銀行口座への振込による年会費納付も可能です。
総会にご出席の会員の方は当日に総会会費と併せての年会費のお支払いも承ります。
また、当日受付にて寄付金も１口1,000円以上でお受けしておりますのでご協力をお願い致します。

《総会・懇親会に関するお問合せ先》　当番幹事 : 新野泰寛（大37回）　携帯：080-5169-8354
以上
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名
古
屋
支
部
総
会
が
7
月
27
日

（
土
）、
ル
ブ
ラ
王
山
に
て
開
催
さ
れ

た
（
参
加
者
1
1
2
名
）。
初
め
に
、

片
岡
支
部
長
（
大
25
）
か
ら
「
こ
れ

か
ら
は
女
性
会
員
が
多
く
参
加
で
き

る
支
部
活
動
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
挨
拶
、
次
に
滋
賀
大

初
の
女
性
学
部
長
・
能
登
真
規
子
教

授
よ
り
経
済
学
部
の
現
状
説
明
、
陵

水
会
新
理
事
長
・
池
田
直
樹
（
大

28
）
氏
よ
り
陵
水
会
の
財
政
状
況
等

が
語
ら
れ
た
。

　

総
会
議
事
で
は
決
算
承
認
、
規
約

変
更
、
昨
年
の
活
動
報
告
と
今
年
の

計
画
、
予
算
報
告
が
あ
り
、
新
役
員

が
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
荒
木
新
支

部
長
（
大
29
）
か
ら
、
新
体
制
で
の

決
意
表
明
と
2
年
後
に
陵
水
会
設
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
と
語
ら
れ

た
。

　

講
演
会
は
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
執
行
役
員
の
近

安
理
夫
（
大
38
）
氏
に
「
き
わ
め
て

私
的
な
私
の
キ
ャ
リ
ア
～
心
の
赴
く

ま
ま
に
歩
い
た
結
果
」
を
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。
積
極
的
に
外
へ
飛
び
出

し
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に

創
ら
れ
て
来
た
人
生
は
、
若
い
世
代

が
見
習
う
べ
き
と
感
じ
た
。

　

懇
親
会
は
、
陵
水
男
声
合
唱
団
の

学
歌
演
奏
で
始
ま
る
と
、
澤
木
聖
子

教
授
よ
り
M
B
A
N
の
概
要
説
明
が

あ
り
、
塚
本
新
副
支
部
長
（
大
30
）

の
音
頭
で
乾
杯
。
歓
談
の
中
、
紺
綬

褒
章
を
授
与
さ
れ
た
三
矢
誠
（
大

25
）
氏
の
ご
挨
拶
、
新
支
部
長
か
ら

は
N
e
x
t
R
y
o
s
u
i
の
紹
介

が
あ
り
、
司
会
よ
り
新
卒
者
の
参
加

者
1
名
の
紹
介
が
あ
っ
た
。最
後
に
、

ヨ
ッ
ト
部
記
念
式
典
で
披
露
さ
れ
た

エ
ー
ル
撮
影
動
画
に
合
わ
せ
、
彦
根

高
商
歌
を
合
唱
し
閉
会
。

　

今
回
、
女
性
会
員
の
参
加
を
促
す

た
め
女
性
卓
を
用
意
。
女
子
会
開
催

を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

�

□記
名
古
屋
支
部
広
報
部
会

第
25
回
陵
水
金
鯱
懇
話
会
　

【
世
界
選
手
権
優
勝
の
キ
セ
キ
】

　

第
25
回
金
鯱
懇
話
会
は
、
昨
年

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会

（
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
テ
ク
ノ

2
9
3
ク
ラ
ス
世
界
選
手
権
）
で
優

勝
さ
れ
ま
し
た
滋
賀
大
学
ウ
ィ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
部
4
回
生
の
片
山
好
人

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
2
0
2
4
年

3
月
16
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
『
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
～
世
界

選
手
権
優
勝
の
キ
セ
キ
～
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
世

界
選
手
権
優
勝
に
た
ど
り
着
い
た
か

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
前

で
優
勝
に
関
す
る
話
を
す
る
の
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
落
ち

着
い
た
話
し
ぶ
り
で
見
事
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

【
優
勝
の
秘
訣
と
即
時
対
応
力
】

　

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
は
、
大
学

に
入
学
し
て
か
ら
始
め
た
と
の
こ
と

で
す
。
片
山
さ
ん
が
入
学
し
た
の
は

2
0
2
0
年
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
よ
る
行
動
制
限
が
ち
ょ
う
ど
始

ま
っ
た
時
期
。
そ
の
た
め
、
ク
ラ
ブ

活
動
は
9
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
勉
学
と
の
両
立
と
な
り

２０２4年度

名
古
屋
支
部
総
会
開
催

２
０
２
4
年
7
月
27
日
㈯

〒444-0426
愛知県西尾市一色町治明大戸前10
　　 TEL　（0563）72-8117
　　 FAX　（0563）72-3322
　　 E-mail　yamago@katch.ne.jp
　　 https://www.yamago328.com/

三 矢 　 誠代表取締役 （大25回）

海老せんべい製造卸・小売・各国産乾海苔問屋山田康博税理士事務所

税理士

〒452-0942　愛知県清須市清洲田中町29番地
ＴＥＬ  052-409-0836　　ＦＡＸ  052-409-1904
Ｅ-ｍａｉｌ ： usm94923＠biglobe.ne.jp

山田康博（大学31回）
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ま
す
が
、
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
中
心
だ
っ
た
こ
と
で
、
日
中
は

し
っ
か
り
琵
琶
湖
で
練
習
し
て
、
夜

に
講
義
動
画
を
見
て
勉
強
す
る
と
い

う
、
大
変
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

優
勝
の
秘
訣
は
「
努
力
の
量
×
方

向
性
」。
年
間
3
0
0
日
を
超
え
る

練
習
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
高

校
時
代
に
学
ん
だ
目
標
達
成
の
ノ
ウ

ハ
ウ
（
長
期
目
的
達
成
用
紙
等
）
を

活
用
し
た
と
の
こ
と
で
す
。そ
し
て
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
り
、
琵
琶
湖
以
外
で
練
習
し

た
り
、
ま
た
個
人
と
し
て
夏
休
み
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
（
伊
勢
田

愛
さ
ん
）
の
下
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
な

が
ら
コ
ー
チ
を
受
け
た
り
と
、
様
々

な
工
夫
に
ト
ラ
イ
し
て
技
術
向
上
を

図
っ
た
そ
う
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
の
競
技
ル
ー
ル
や
競
技
の
魅

力
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

男
性
が
必
ず
し
も
有
利
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
無
風
の
時
に
は
体
重
の

軽
い
女
性
選
手
が
勝
つ
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
の
こ
と
。
ル
ー
ル
は
か
な
り
詳

細
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
レ
ー
ス
で

は
そ
の
ル
ー
ル
を
活
用
す
る
の
も
戦

術
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

意
外
だ
っ
た
の
は
、
世
界
選
手
権

で
使
用
し
た
ボ
ー
ド
や
マ
ス
ト
は
普

段
日
本
で
使
用
し
て
い
る
も
の
よ
り

サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
現
地
で
の
練
習

で
は
転
ん
で
ば
か
り
い
た
と
い
う
こ

と
。
そ
れ
で
も
世
界
一
を
獲
得
す
る

と
は
、
見
事
な
即
時
対
応
力
だ
と
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。

【
む
す
び
】

　

片
山
さ
ん
に
は
卒
業
前
の
貴
重
な

時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
古
屋
で

の
金
鯱
懇
話
会
の
講
師
を
快
く
引
き

受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
こ
の

よ
う
な
経
験
は
な
か
な
か
で
き
な
い

か
ら
」
と
前
向
き
に
捉
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
の
後
の
懇
親

会
に
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、

何
ら
臆
す
る
こ
と
な
く
親
よ
り
も
年

上
の
O
B
と
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
勢
や
思
考
法
に
触
れ
、
世
界

一
を
達
成
し
た
の
も
頷
け
る
も
の
で

し
た
。
誠
に
す
ば
ら
し
い
後
輩
と
過

ご
し
た
ひ
と
時
は
清
々
し
く
、
な
に

か
活
力
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

【
事
前
質
問
へ
の
回
答
】

【
Q
】
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部
は

県
立
大
学
と
の
合
同
の
部
活
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
、
ま
た
部
の
歴
史
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

【
A
】
現
在
、
滋
賀
大
学
は
41
年
、

滋
賀
県
立
大
学
は
28
年
の
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

他
大
学
と
交
流
が
で
き
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
る
こ
と
や
、
練

習
人
数
が
多
く
な
る
た
め
、
競
い
合

い
易
い
環
境
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
滋
賀
大
学
で
す

が
、
滋
賀
県
立
大
学
で
単
位
取
得
が

困
難
な
学
部
で
も
積
極
的
に
練
習
を

行
う
先
輩
方
に
感
化
さ
れ
、
練
習
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
逆
に
部
員
が
増

え
る
こ
と
で
、
幹
部
運
営
の
統
率
が

取
り
づ
ら
い
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
か

な
と
思
い
ま
す
。

�

□記
総
会
部
会
・
堀　

洋
一
（
大
31
）

https://nagoya.ryosui.jp/
konw

akai25/

第
26
回
陵
水
金
鯱
懇
話
会
　

　

第
26
回
陵
水
金
鯱
懇
話
会
は
、

2
0
2
4
年
11
月
16
日
（
土
）
に
重

機
商
工
様
の
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
産
経
新
聞
社
の
飯

塚
浩
彦
取
締
役
会
長
（
大
29
）。
演

題
は
「
た
か
が
新
聞
、
さ
れ
ど
新
聞 

ー
マ
ス
コ
ミ
界
で
生
き
て
ー
」で
す
。

滋
賀
大
学
卒
業
者
で
は
珍
し
い
マ
ス

コ
ミ
業
界
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
飯

塚
さ
ん
の
講
演
と
い
う
事
も
あ
り
、

27
名
と
多
く
の
名
古
屋
支
部
メ
ン

バ
ー
が
聴
講
し
ま
し
た
。

【
講
演
内
容
】

―
学
生
時
代
―

　

飯
塚
さ
ん
は
兵
庫
県
出
身
。
学
生

時
代
は
落
語
研
究
会
に
所
属
、
当
時

の
恋
愛
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
ラ
ブ
ア

タ
ッ
ク
に
も
出
ら
れ
、
見
事
か
ぐ
や

姫
と
カ
ッ
プ
ル
成
立
と
な
っ
た
と
の

事
。
テ
レ
ビ
局
の
雰
囲
気
に
憧
れ
、

テ
レ
ビ
局
志
望
で
し
た
が
、
縁
が
有

り
産
経
新
聞
社
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。

―
記
者
時
代
学
生
時
代
―

　

記
者
時
代
は
グ
リ
コ
森
永
事
件
、

山
一
抗
争
、
和
歌
山
ヒ
素
カ
レ
ー
事

件
、
J
R
福
知
山
脱
線
事
故
な
ど
、

事
件
取
材
に
追
わ
れ
た
と
の
事
。
グ

リ
コ
森
永
事
件
で
は
犯
人
の
ス
ク
ー

プ
を
抜
か
れ
ま
い
と
必
死
に
取
材
さ

れ
た
事
、
山
一
抗
争
で
は
取
材
現
場

で
の
警
察
と
暴
力
団
の
や
り
と
り
な

ど
、皆
、興
味
深
く
話
し
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

※�

ネ
ッ
ト
社
会
化
に
お
け
る
新
聞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
多

く
を
語
っ
て
頂
け
ま
し
た
。
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―
ネ
ッ
ト
社
会
化
に
よ
る
影
響
―

○�
ネ
ッ
ト
社
会
と
な
り
、
今
の
学
生

た
ち
は
新
聞
を
読
ま
な
く
な
っ
た
。

○�

新
聞
の
発
行
部
数
は
、
3
3
0
0 

万
部（
2
0
1
2
年
）か
ら
2
3
0
0

（
2
0
2
1
年
）
に
減
少
。

○�

新
聞
の
閲
覧
時
間
も
日
当
た
り
15

分
か
ら
7
・
2
分
に
。

○�

こ
の
ま
ま
で
は
、
2
0
3
6
年
に

は
紙
の
新
聞
は
消
滅
す
る
可
能
性
。

○�

新
聞
社
が
儲
か
ら
な
い
→
記
者
不

足
、
記
者
間
の
競
争
力
不
足
→

ニ
ュ
ー
ス
砂
漠
（
地
方
の
ニ
ュ
ー
ス

を
絞
り
起
こ
せ
な
い
）
→
不
正
を

見
抜
け
な
い
、ウ
ラ
話
も
取
れ
な
い
。

○�

民
主
主
義
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と

へ
の
懸
念
。
ネ
ッ
ト
/
ス
マ
ホ
の

普
及
で
、
誰
も
が
情
報
を
発
信
。

真
偽
不
明
の
情
報
が
溢
れ
る
時
代
。

○�

「
自
分
た
ち
の
仕
事
は
何
な
ん
だ
」

と
悩
む
事
も
。

―
ネ
ッ
ト
の
弱
み
と
新
聞
の
強
み
―

ネ
ッ
ト

○�

何
処
の
誰
が
書
い
た
か
？
不
明
な

情
報
が
多
い
。

○�

検
索
に
よ
り
自
分
の
好
き
な
情
報

の
だ
け
触
れ
る
。

○�

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
、
感
心
の
な
い

情
報
は
遮
断
さ
れ
る
。

新
聞

○�

ヒ
ト
と
カ
ネ
を
か
け
、
責
任
あ
る

情
報
を
発
信
。

○�

価
値
判
断
が
出
来
る
。

○�

関
心
の
な
か
っ
た
情
報
が
目
に
入

る
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
幅

広
い
知
識
が
身
に
つ
く
。

○�

食
事
に
例
え
る
と
、ネ
ッ
ト
は「
偏

食
」、
新
聞
は
「
バ
ラ
ン
ス
食
」

―
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―

○�

ネ
ッ
ト
と
A
I
だ
け
で
は
、
ス

ク
ー
プ
記
事
は
生
ま
れ
な
い
。
拉

致
事
件
な
ど
は
記
者
が
現
場
に
行

き
、
足
で
稼
い
だ
か
ら
こ
そ
の
ス

ク
ー
プ
（
A
I
は
問
題
意
思
を

持
っ
て
取
材
し
な
い
）。

○�

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
ネ
タ
元
の
大

半
は
新
聞
記
事
。
新
聞
離
れ
は

有
っ
て
も
、
新
聞
記
者
離
れ
は
し

て
い
な
い
。

○�

新
聞
に
は
ま
だ
ま
だ
信
頼
性
が
あ

り
、「
価
値
」
と
い
う
判
断
材
料

を
提
供
し
て
い
る
。

○�

産
経
新
聞
は
、
は
っ
き
り
モ
ノ
を

言
う
。
そ
の
為
、
様
々
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
も
直
面
し
た
（
ロ
シ
ア

入
国
禁
止
、
ビ
ザ
発
給
停
止
、
名

誉
棄
損
訴
訟
）。

○�

日
本
に
産
経
新
聞
が
有
っ
て
良

か
っ
た
と
皆
さ
ま
に
思
っ
て
頂
け

る
事
を
信
じ
、
今
後
も
お
も
ね
る

事
無
く
、
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
て
ゆ

く
。
今
後
の
一
層
の
ご
支
援
を
！

【
所
感
】

　

記
者
時
代
、
経
営
時
代
の
ウ
ラ
話

を
沢
山
織
り
交
ぜ
て
な
が
ら
、
軽
妙

な
語
り
口
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
講

演
時
間
の
一
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
内
容
は
、
ネ
ッ
ト
社

会
の
中
で
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
存
在
意
義
、
産
経
新
聞
社
の
矜
持

も
伝
わ
っ
て
く
る
モ
ノ
で
、
飯
塚
会

長
の
熱
い
モ
ノ
を
感
じ
る
講
演
で
し

た
。�

□記
田
中
直
樹
（
大
34
）

https://nagoya.ryosui.jp/
konw

akai26/

同
期
会

　

【「
福
陵
会
」
２
０
２
５
開
催
】

大
学
29
回
陵
水
会
の
29
「
ふ
く
」
を

も
じ
っ
て
命
名
さ
れ
た
「
福
陵
会
」。

名
古
屋
地
区
で
は
毎
年
、
名
古
屋
近

郊
を
中
心
と
し
た
同
期
で
30
年
以
上

に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
今
年
は
24
名

の
盛
会
と
な
っ
た
。

�

□記
山
内
修
一
（
大
29
）

https://nagoya.ryosui.jp/
dai29-2025hukuryokai/

大
学
ニ
ュ
ー
ス

　

【
陵
水
会
第
15
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
】

　

名
古
屋
地
区
で
の
最
高
順
位
は
、

山
下
さ
ん
が
第
3
位
。
恒
例
の
団
体

戦
は
、
各
地
区
ネ
ッ
ト
上
位
4
名
の

合
計
ス
コ
ア
で
競
い
名
古
屋
地
区
が

優
勝
。
来
年
は
名
古
屋
地
区
が
幹
事

当
番
と
な
る
の
で
、
で
き
る
限
り
多

数
の
方
の
参
加
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。�

□記
堀　

洋
一
（
大
31
）

https://nagoya.ryosui.jp/
golf-r15/

【
滋
賀
大
学
Ｄ
Ｓ
学
部
「
快
走
！
」】

　

2
0
1
7
年
に
国
内
で
初
め
て

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
設
け
た

滋
賀
大
（
滋
賀
県
産
根
市
）
へ
の
注

目
が
増
し
て
い
る
。専
門
人
材「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
の
需
要
は

高
く
、
卒
業
生
は
各
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
。
学
部
創
設
か
ら
8
年
目
を

迎
え
た
同
大
の
教
育
理
場
を
訪
ね

た
、
と
い
う
記
事
。
2
0
2
4
（
令

和
6
）
年
6
月
1
日
（
土
）
付
中
日

新
聞
Ｐ
17
よ
り
抜
粋
。

�

□記
広
報
部
会
・
横
井
隆
幸
（
大
33
）

https://nagoya.ryosui.jp/
ds-runs-fast_2024/
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陵
水
会
定
時
総
会
報
告
２
０
２
４

　

新
理
事
長
に
池
田
直
樹
氏
（
大

28
）
が
選
定
、
新
副
理
事
長
に
は
名

古
屋
支
部
の
荒
木
俊
雄
氏
（
大
29
）

も
含
め
て
4
名
が
選
出
さ
れ
た
。
名

古
屋
支
部
所
属
の
理
事
が
所
属
す
る

委
員
会
は
名
古
屋
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
。�

□記
塚
本
浩
三
（
大
30
）

https://nagoya.ryosui.jp/
regular-general-m

eeting2024/

紺
綬
褒
賞
伝
達
式

　

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
た
び
の

1
0
0
周
年
記
念
募
金
に
2
、0
�
0
�0�

万
円
を
寄
付
さ
れ
た
三
矢
誠
（
大

25
）
氏
。
紺
綬
褒
章
と
は
、
公
益
の

た
め
に
私
財
（
個
人
は
5
0
0
万
円

以
上
、
法
人
等
は
1
、0
0
0
万
円

以
上
）
を
寄
附
し
た
方
に
、
日
本
国

天
皇
よ
り
授
与
さ
れ
る
国
の
褒
章
制

度
の
ひ
と
つ
。
本
学
か
ら
個
人
で
の

受
章
は
、
三
矢
氏
が
初
め
て
。

�

□記
片
岡
嘉
幸
（
大
25
）

https://nagoya.ryosui.jp/
konju-hosho2024_m

itsuya/

第
47
回
陵
水
呑
亀
会

　

　

呑
亀
会
は
、
体
育
教
官
で
体
育
会

顧
問
で
も
あ
っ
た
、
故
山
内
隆
先
生

が
命
名
さ
れ
、
体
育
会
第
15
代
幹
部

の
時
代
よ
り
開
催
。『
琵
琶
湖
の
鮎

は
な
、
他
の
土
地
で
大
き
く
な
っ
て

還
っ
て
来
る
ん
や
』は
、病
床
に
あ
っ

た
山
内
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

□記
梅
村　

秀

（
大
33
・
陵
水
呑
亀
会
第
6
代
会
長
）

https://nagoya.ryosui.jp/
donkam

e47/

大
学
29
回
全
国
同
期
会
　

　

当
初
は
卒
業
後
40
年
と
な
る

2
0
2
1
年
に
開
催
予
定
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
は
卒
業
後
初
め
て
の
開
催
と

あ
っ
て
、
約
80
名
の
方
々
の
出
席
で

盛
大
な
会
に
で
き
た
。
学
生
時
代
に

お
世
話
に
な
り
、
40
年
以
上
経
っ
た

い
ま
で
も
郷
愁
と
愛
着
を
覚
え
る

1
0
0
周
年
を
迎
え
た
母
校
の
滋
賀

大
学
基
金
に
拠
出
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
。�

□記
山
内
修
一
（
大
29
）

https://nagoya.ryosui.jp/
dai29-all01-hukuryokai/

陵
水
達
磨
会
50
周
年
記
念
式
典
　

　

陵
水
達
磨
会
と
は
、
滋
賀
大
学
経

済
学
部
の
少
林
寺
拳
法
部
O
B
会
組

織
名
。
ま
だ
歴
史
の
浅
い
組
織
で
は

あ
る
が
、
総
勢
5
0
0
名
を
超
え
る

大
所
帯
。
式
典
当
日
は
、
O
�B�

1
2
0
名
と
現
役
部
員
30
名
に
加

え
、
設
立
当
初
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
を
ご
招
待
。
今
で
は
現

役
部
員
の
約
半
数
が
女
性
で
あ
り
、

昔
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
華
や
か

な
雰
囲
気
で
会
が
進
行
。

□記
陵
水
達
磨
会
会
長　

三
村
祥
章

�

（
大
35
・
第
10
代
幹
部
）

https://nagoya.ryosui.jp/
darum

a2024/

滋
賀
大
学
体
育
会
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

　

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

各
部
活
の
幹
部
が
運
営
上
の
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
る
毎
年
の
恒

例
行
事
。
参
加
者
は
65
人
と
昨
年
と

比
べ
て
減
少
し
た
が
、
例
年
に
は
な

い
企
画
を
実
施
。
特
に
、
部
活
を
運

営
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
と
し
て

「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
高
評

だ
っ
た
。

�

□記
久
保
拓
己
（
現
役
学
生
・
第
63
代

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
担
当
者
）

https://nagoya.ryosui.jp/
leaders-training2024/

「
経
済
経
営
研
究
所
百
年
紀
」
参
観
記

　

　

1
0
0
年
の
歴
史
の
な
か
、
滋
賀

大
学
経
済
経
営
研
究
所
は
名
称
を
変

え
な
が
ら
も
一
貫
し
て
、
教
員
や
学

生
の
研
究
に
必
要
と
な
る
資
料
の
収

集
と
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
変

化
す
る
世
界
・
社
会
情
勢
の
な
か

で
、ど
の
よ
う
な
資
料
が
収
集
さ
れ
、

受
け
継
が
れ
、
評
価
さ
れ
て
き
た
の

か
が
紹
介
さ
れ
た
。

□記
広
報
部
会
・
今
井
綾
乃

�

（
大
58
・
院
50
）

https://nagoya.ryosui.jp/
institute-centenary2024/

名古屋市港区秋葉１－120
（国道302号南陽農協前交差点角）

TEL　052－301－5437

喫茶　ベル

鈴 木 俊 彦 （大33回）
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陵水会名古屋支部　運営委委員・顧問 陵水会名古屋支部　代議員
� 2025年4月1日現在

役職名 氏　　名 卒業年次
支 部 長 荒 木 俊 雄 大29回

副支部長/幹事長 塚 本 浩 三 大30回
副幹事長 落 合 睦 司 大30回
副幹事長 内　田　　　誠 大31回
副幹事長 城 所 真 男 大33回
副幹事長 土 屋 貴 巨 大54回・院46
運営幹事 横 井 隆 幸 大33回
運営幹事 田 中 直 樹 大34回
運営幹事 三 輪 孝 秀 大35回
運営幹事 三 村 祥 章 大35回
運営幹事 山 崎 博 己 大35回
運営幹事 赤　川　　　忍 大35回
運営幹事 永 井 尚 徳 大36回
運営幹事 中 川 雄 志 大50回
運営幹事 挽 内 健 児 大50回
運営幹事 肥 田 茂 之 大54回
運営幹事 土 屋 敦 史 大57回
運営幹事 今 井 綾 乃 大58回・経院50
運営幹事 久 岡 賢 治 大66回
会計監事 堀　　　洋　一 大31管
監　　事 表 野 宏 和 大29回・院9
顧　　問 吉 田 宜 正 大8回
顧　　問 片 岡 嘉 幸 大25回

� 2025年4月1日現在
役職名 氏 　 　 名 卒業年次

副理事長 荒 木 俊 雄 大29回
理　　事 塚 本 浩 三 大30回
理　　事 落 合 睦 司 大30回
理　　事 堀　　　洋　一 大31回
代 議 員 山　内　　　薫 大21回
代 議 員 山 内 佳 紀 大23回
代 議 員 片 岡 嘉 幸 大25回
代 議 員 榎 本 尚 哉 大25回
代 議 員 表 野 宏 和 大29回・院9
代 議 員 岸　　　泰　志 大30回
代 議 員 内　田　　　誠 大31回
代 議 員 城 所 真 男 大33回
代 議 員 三 村 祥 章 大35回
代 議 員 三 輪 孝 秀 大35回
代 議 員 永 井 尚 徳 大36回
代 議 員 挽 内 健 児 大50回

�2025年4月1日現在
陵水会名古屋支部　各回別幹事

卒業年次 氏　　名
大学  5 清 水  有

  6 伊 與  正 道
  7 坂  清 司
  8 脇 田  佳 男
10 大 野  眞 一
11 内 藤  嘉 美
12 水 野  浩
15 吉 田  稔
16 蜂 須 賀  聰 太
17 簗 瀬  悠 紀 夫
18 山 下  松 志
19 山 口  郁 夫
20 板 谷  憲 治
20 鹿 住  誠
21 山 内  薫
23 小 田 切  純 子
23 山 内  佳 紀
24 近 藤  一 菜
25 榎 本  尚 哉
25 米 澤  正 治
25 片 岡  嘉 幸

卒業年次 氏　　名
大26 三 宅  郁 夫

27 伊 藤  博 樹
28 牧 野  博 和
29 荒 木  俊 雄
29 表 野  宏 和
30 塚 本  浩 三
30 岸  泰 志
30 落 合  睦 司
31 内 田  誠
31 堀  洋 一
32 目 時  義 通
32 河 辺  昭 宏
32 舩 坂  宏 樹
33 菱 田  裕 之
33 横 井  隆 幸
33 城 所  真 男
33 鈴 木  俊 彦
34 千 喜 良  博
34 田 中  直 樹
34 丹 羽  宏 和
35 三 村  祥 章

卒業年次 氏　　名
大35 山 崎  博 己

35 三 輪  孝 秀
36 樋 口  偉 久
36 永 井  尚 徳
37 日 比 野  厚
37 伊 藤  智 弘
37 新 野  泰 寛
38 伊 藤  裕 人
38 小 田 島  永
38 中 川  央
39 曽 根  晴 夫
40 坂 野  晃
40 稲 垣  明 知
40 脇 田  英 市
41 山 田  剛
42 長 瀬  昌 彦
43 小 林  靖
45 水 野  俊 之
45 佐 藤  芳 郎
46 齊 藤  正 和
49 中 澤  良 次

卒業年次 氏　　名
大50 挽 内  健 児
大50 中 川  雄 志
大53 稲 山  大 介
大54 肥 田  茂 之
大54 土 屋  貴 巨
大57 土 屋  敦 史
大57 鈴 木  里 佳
大58 田 中  憲 一
大58 今 井  綾 乃
大62 棚 橋  紗 夕
大62 小 野  翔
大64 金 井  信 道
大64 磯 野  詩 織
大65 堀 井  弘 明
大65 田 中  圭 史
大66 三 品  花 菜
大66 久 岡  賢 治

　 　
　 　
　 　

＜参考＞新任者*

＊

＊ ＊

加古渉税理士事務所
加古労務士事務所

税理士　加古　渉　（大学５６回）

〒470-1123愛知県豊明市西川町笹原１９番地１７
TEL　0562-57-5350　FAX　0562-57-5301
✉wk-taxac@aioros.ocn.ne.jp
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　　年会費振込のお願い
　　陵水会の活動は、会員相互の親睦だけでなく、母校や現役学生への支援等も行っており、その活動は皆様からの年会費で運営しております。

　　この趣旨をご理解いただき、年会費のお支払いと活動へのご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　　名古屋支部の活動の様子は、会報「名古屋陵水第46号」や名古屋支部ホームページ https://nagoya.ryosui.jp/ をご覧ください。 陵水会名古屋支部長　荒木俊雄　

■令和6年度陵水会名古屋支部会費納付者一覧表 令和 7年 2月28日現在
計　296名

本24 足立正文

大2 堀田一幸 鷲尾幸三
大3 井箟英之
大4 石井正樹 河野洋久 榊原惣一 内藤和秀
大5 清水有
大6 石橋政雄
大7 柴田哲 橋本英一郎 長谷川富三 坂清司
大8 栗田憲司 鍋野可幸 吉田宜正 吉田正克 脇田佳男
大9 清水一冶 坂東史雄
大10 上原信彦 大野眞一 鷲見公嗣 山本勉
大11 赤坂郁昌 浅野幹郎 石野正義 小林雍正 鶴森昭雄 村瀬安彦
大12 国立徹 水野浩 山田義博
大13 大橋輝彦 尾��一 加藤公男 加藤�作 川村憲一 倉�和久 後藤一� 酒井�雄 森芳雄 �田�久
大14 青山一道 石倉雅夫 市川弘幸 奥谷弘和 早川匡彦 森崎敏男
大15 石田正彦 杉山皓造 服部憲昌 松坂光八郎 森下昭造 吉田稔
大16 大谷雅夫 神山和也 竹島毅 戸田功一 蜂須賀聰太 村井紀治
大17 青山政弘
大18 勝野良信 鈴木幹男 利岡明憲 山下松志
大19 加藤満 沓名隆夫 外山哲男 春木隆助 山口郁夫
大20 石井和敏 板谷憲治 伊藤恵治 鹿住誠 小林耕士 原田准次 藤田敏郎 山口隆
大21 岩田滋男 後藤章三 酒井春治 杉谷哲夫 玉田真人 外山成久 西松優 村山明司 森本良夫 山内薫
大22 塩瀬和美 野寺賢二 松下和久 脇田秀昭
大23 太田孝夫 大山能孝 小田切純子 木村正文 冨田修 山内佳紀 山本守
大24 岸本淳 後藤佳良 近藤一菜 杉原隆義 森幹宏 吉田誠
大25 伊藤広之 榎本尚哉 遠藤稔 片岡嘉幸 加藤己信 加藤太伸 児玉正治 鈴木幸一 富田敏彦 新美元博

野々山德雄 林健一 松本勇次 三矢誠 村越勝美 渡邉暢彦
大26 野田廣里 服部泰明
大27 伊藤博樹 岡田一之 長谷川吉信 服田尚史 浜中準史 福島隆夫 山本吉男
大28 三芳研二 岩田篤典 後藤啓文 前田昭二 牧野博和 牧徳雄
大29 荒木俊雄 石川智里 岩原明彦 兼松賢 川津昌作 齋木富夫 田中弘司 手島浩平 舟橋和則 前野正記

山内修一 古田英樹
大30 石原康行 岡島弘行 小木曽郁也 落合睦司 可児康春 岸泰志 澤木享弘 塚本浩三 林伸彦 平田三郎

村田和弘 目黒寛 吉川政博
大31 浅井哲哉 安藤久 井垣雅文 磯村潔 内田誠 苅谷健 川瀬敏裕 陣内純 高橋孝治 高橋良祐

高林宏至 寺西基治 中島秀夫 永田昌孝 難波浩明 橋本衞 堀洋一 山田康博 渡部亨
大32 河辺昭宏 倉田弘継 杉田忠夫 中桐克英 舩坂宏樹 目時義通
大33 城所真男 鈴木俊彦 長谷川裕一 波多野信也 横井隆幸
大34 大石修巳 大澤嘉幸 岡嶋昭彦 木野好彦 重松正彦 田中直樹 田辺幸雄 堤治郎 丹羽宏和
大35 赤川忍 金本斉晃 北村裕幸 中村充孝 服部浩二 堀尾熱生 三村祥章 三輪孝秀 山元照彦
大36 朝岡修司 加藤尊史 永井尚徳 野々村宏一 春田猛 樋口偉久 三澤幸一
大37 奥休場孝治 髙津一樹 新野泰寛 日比野厚 村上忠弘 渡邊忠守
大38 北村孝治 窪田真美 柴田尊利 高倉幸次郎 中川央 牧幸一 渡邉輝昭
大39 宇都宮隆 角野悦史 曽根晴夫
大40 大口敦司 後藤直樹 末木智 脇田英市
大41 天野幹郎
大42 岩佐忠幸
大43 金澤清美 堀川善行
大44 上延勉 河合潤
大45 伊藤嘉彦 佐々木功 佐藤芳郎
大46 猪田寛生 齊藤正和 鈴木雄吾
大47 岡幹人 柳川瀬崇
大48 福山智勝
大49 白井達也 中澤良次
大50 稲垣征一郎 中川雄志 挽内健児
大52 原科裕二
大53 鈴木憩多 髙橋清孝
大54 肥田茂之
大56 加古渉 寺前友裕
大57 石黒達也 鈴木里佳
大58 井上真吾
大60 足立一馬
大61 大野義浩 西平健太
大62 酒匂勇気
大63 大川慎
大64 原科琢 船井健次
大66 久岡賢治
大67 荒川達郎 木野拓海
経大69 青木瞭
経大70 加藤広之
経大71 大須賀崇弘 押谷和幸 草場健人 鍋田有里 西倫弘
経大72 加藤巧真

短6 古池潜
短7 大島一彦
短8 福山昌男
院2 川地正章
院5 米澤正治
院9 表野宏和
院15 千喜良博
院31 白井一嘉
院41 林秀樹
院46 土屋貴巨
経院50 今井綾乃

「大学院卒業」の方は院に記載
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日
頃
は
、
陵
水
会
の
活
動
に
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
よ
り

名
古
屋
支
部
長
を
務
め
て
お
り
ま
す

大
学
29
回
卒
の
荒
木
俊
雄
（
進
藤
ゼ

ミ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
）
と
申
し
ま

す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
本
年
は
7
月

19
日
（
土
）
に
池
下
の
ル
ブ
ラ
王
山

に
て
名
古
屋
支
部
総
会
を
開
催
致
し

ま
す
。

　

ご
来
賓
と
し
て
大
学
か
ら
経
済
学

部
の
能
登
学
部
長
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
の
市
川
学
部
長
を
お
招
き

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
注
目

の
母
校
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
に

関
す
る
市
川
学
部
長
の
ご
講
演
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
是
非
ご
出
席
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
支
部
活
動
と
し
て
春
と
秋
に

陵
水
金
鯱
懇
話
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
勉
学
や
部
活
で
活
躍
し
て
い

る
現
役
学
生
や
社
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
卒
業
生
の
方
の
講
話
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
交
え
て
、
卒
業
生
の
皆
様

の
気
軽
な
交
流
の
場
と
し
て
振
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
母
校
の
近
況
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
タ
イ

ム
な
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
の

で
メ
ル
マ
ガ
と
L
I
N
E
へ
の
ご
登

録
を
合
わ
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
陵
水
会
は
1
9
2
6
年
に

結
成
さ
れ
、
名
古
屋
支
部
は
同
年
5

月
29
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
従
い

ま
し
て
来
年
2
0
2
6
年
に
は

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
向
か
い
、
よ

り
一
層
充
実
し
た
活
動
を
模
索
し
続

け
て
お
り
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

今
年
は
女
性
部
会
を
発
足
さ
せ
て
活

動
を
開
始
致
し
ま
す
。
年
々
増
え
続

け
る
女
性
会
員
の
皆
様
に
は
、
積
極

的
に
ご
参
画
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
来
年
の
支
部
設
立

1
0
0
周
年
に
向
け
て
、
一
人
称
で

支
部
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

荒木俊雄氏（大29）

支
部
長
あ
い
さ
つ

名古屋陵水会ゴルフコンペ

第89回	 【開催日】2024年4月9日（火）
	 【会　場】東名古屋カントリー倶楽部
　11名の参加で開催。大雨のためスタートを1時間遅らせ
たものの、スコアメイクが困難になる強風とボールが埋
まってしまうほどの不良なコースコンディション。

□記 片岡嘉幸（大25）
第90回	 【開催日】2024年10月28日（月）
	 【会　場】富士カントリー可児クラブ黄瀬戸コース
　初参加（男性4名・女性1名）の方が多く、17名5組での
コンペとなった。半数以上の方が100を切るなどレベルの
高い勝負！� □記 井上真吾（大58）
第91回	 【開催日】2025年3月28日（金）
	 【会　場】東名古屋カントリークラブ
　スタート時間には天候回復したが、風速15メートルの強
風やボールが埋まってしまうコンディションによりスコア
メイクは困難だった。優勝は井上剛志（大52）さんで、井
上真吾（大58）さんの4連覇を阻止した。

□記 井上真吾（大58）
第92回	 【開催日】2025年11月10日（月）
	 【会　場】未定
　各回の成績や詳しい情報は、名古屋支部ホームページで
ご覧ください。

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

「
昔
の
支
部
会
報
」を
探
し
て
い
ま
す
。

※�

第
1
号
～
15
号
を
お
持
ち
の
方
は

ご
一
報
願
い
ま
す
。

〔
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
〕

※
ご
希
望
の
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

連
絡
先
：
城
所
真
男
（
大
33
）

E-mail 

　m
kidokoro1963@

gm
ail.com

編
集
担
当
：
広
報
部
会

城
所
・
横
井
・
今
井
・
久
岡

　

全
て
の
記
事
の
全
文

は
、
陵
水
会
名
古
屋
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。�

陵水会・名古屋支部の情報を
タイムリーにGETする

❷つの方法！

❶ LINE
登録はこちらから→

❷ メールマガジン
登録はこちらから→

登録者1000名を目指しています!

どんな情報が入手できる？
・陵水会活動の案内・報告
・同期会＆各OB会の報告
・母校の近況
　※�随時発信(月1程度)
　※�LINE、メールマガジンとも同じ内容を発信

陵水会本部のFacebookグループにも
情報を投稿しています。
アカウントをお持ちの方はチェック！


